
名
古
屋
城
の
こ
と
を
も
っ
と

知
ろ
う
、
と
日
本
共
産
党
名
古

屋
市
議
団
江
上
ひ
ろ
ゆ
き
市
議

の
呼
び
か
け
で
、
２
月
11
日
、

天
守
閣
を
は
じ
め
、
名
古
屋
城

史
跡
全
体
の
見
学
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
金
沢
城
、
岐
阜
城
、

名
古
屋
城
な
ど
全
国
の
城
郭
整

備
、
文
化
財
建
造
物
修
理
に
詳

し
い
麓
和
善
先
生
（
名
古
屋
工

業
大
学
教
授
）
の
案
内
で
す
。

麓
先
生
の
案
内
で
、
所
々
で

立
ち
止
ま
っ
て
、

１

日
本
城
郭
史
上
に
お
け
る

名
古
屋
城
の
意
義

２

特
別
史
跡
と
し
て
の
価
値

３

(

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製)

天
守

と
木
造
復
元
天
守
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
参
加
者
か
ら
の

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
に
つ
い
て
、
徳
川
家
康
が

豊
臣
を
滅
ぼ
す
た
め
、
い
か
に

徳
川
の
力
が
あ
る
か
を
見
せ
つ

け
る
城
で
、
１
６
０
０
年
関
ヶ

原
の
戦
い
以
後
ま
だ
豊
臣
方
に

つ
い
て
い
る
武
士
に
、
圧
力
を

か
け
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
一

大
き
な
城
で
あ
る
こ
と
。

２
に
つ
い
て
、
名
古
屋
城
全

域
が
価
値
あ
る
こ
と
。

３
に
つ
い
て
、
鉄
筋
鉄
骨
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
で
あ
ま
り
価
値

が
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
戦
後

復
興
の
象
徴
と
し
て
建
て
ら
れ

た
も
の
。
ま
た
、
名
古
屋
市
役

所
や
（
２
面
右
下
へ
）

自
民
党
、
民
主
党
、
公
明
党

が
、
議
員
報
酬
を
年
間
６
５
５

万
円
も
引
き
上
げ
、
一
方
、
議

員
定
数
を
75
か
ら
７
削
り
、
68

に
す
る
条
例
案
を
２
月
12
日
、

提
出
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

は
、
報
酬
は
、
現
行
の
８
０
０

万
円
の
継
続
を
主
張
し
、
議
員

定
数
は
、
現
行
の
75
を
比
例
配

分
し
な
お
す
条
例
案
を
提
出
し

ま
し
た
。

報
酬
や
定
数
を
変
更
を
す
る

市
民
か
ら
の
理
由
は
全
く
見
当

た
り
ま
せ
ん
。

自
・
民
・
公
は
、
二
つ
の
条

例
案
を
、
２
月
議
会
３
月
８
日

に
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
会
議
に
上
程
し
、
委
員
会
審

査
な
し
で
即
決
す
る
動
き
で
す
。

報
酬
を
引
き
上
げ
と
い
う
な
ら
、

な
ぜ
、
引
き
上
げ
る
の
か
、
議

員
定
数
削
減
は
、
何
の
た
め
か
、

市
民
へ
の
説
明
が
必
要
で
す
。
。

江
上
市
議
は
じ
め
日
本
共
産
党

市
議
団
は
、
本
会
議
提
案
後
、

常
任
委
員
会
で
の
審
議
で
、
参

考
人
招
致
や
公
聴
会
な
ど
開
い

て
市
民
の
声
を
聞
き
、
徹
底
審

議
を
求
め
て
い
ま
す
。

勝
手
に
決
め
る
な
、
と
江
上

市
議
は
、
訴
え
て
い
ま
す
。
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新
年
度
予
算
審
議
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
▼
憲
法
違
反
の
戦
争

法
が
３
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
暮

ら
し
や
政
治
の
土
台
が
破
壊
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
消
費
税
増
税
、
原
発
再
稼

働
、
農
産
物
関
税
ゼ
ロ
な
ど
Ｔ

Ｐ
Ｐ
推
進
、
辺
野
古
基
地
建
設
、

そ
し
て
社
会
保
障
改
悪
と
、
安

倍
暴
走
政
治
が
襲
っ
て
い
ま
す

▼
安
倍

暴
走
政

治
か
ら

市
民
、
区
民
の
暮
ら
し
・
命
を

守
る
名
古
屋
市
政
の
実
現
を
す

す
め
る
論
戦
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
▼
河
村
市
政
は
、
「
稼

げ
る
ま
ち
」
を
つ
く
っ
て
か
ら

福
祉
と
、
福
祉
を
軽
視
。
名
古

屋
城
天
守
閣
木
造
化
や
リ
ニ
ア

を
理
由
に
名
古
屋
駅
前
開
発
な

ど
大
型
開
発
、
大
企
業
へ
の
仕

事
づ
く
り
で
す
。
加
え
て
、
人

件
費
削
減
が
目
的
の
「
民
間
委

託
」
推
進
で
行
政
の
責
任
放
棄

▼
河
村
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

改
善
を
求
め
る
べ
き
議
会
で
は
、

自
民
・
民
主
・
公
明
が
、
議
員

報
酬
引
き
上
げ
、
議
員
定
数
削

減
と
い
う
「
民
意
を
削
り
、
わ

が
身
を
太
ら
せ
る
」
姿
勢
で
、

議
員
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

せ
ん
▼
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

市
民
要
求
実
現
へ
力
を
尽
く
す

と
と
も
に
市
政
に
財
政
な
ど
で

圧
力
を
か
け
る
安
倍
政
権
と
の

対
決
も
必
要
で
す
。
７
月
参
院

選
は
、
市
政
に
と
っ
て
も
大
事

な
選
挙
で
す
。
日
本
共
産
党
の

比
例
選
挙
、
愛
知
選
挙
区
選
挙

の
前
進
に
全
力
尽
く
し
ま
す
。

荒
子
小
給
食
民
間
委
託
な
ど
徹

底
審
議
を

市
議

江
上
ひ
ろ
ゆ
き

弁
護
士
法
律
相
談
３
月
17
日
（
木
）
午
後
６
時
半
電
話
３
６
３
‐
１
４
５
０
江
上
事
務
所

名城天守を見ながら、麓先生の説明に質問するみなさん

名
城
天
守
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
へ
の
思
い
大
切
に

じ
っ
く
り
見
よ
う
、
と
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

徳
川
の
力
を
示
す
城

報
酬
引
き
上
げ
勝
手
に
決
め
る
な

３
月
８
日
強
行
か



２
月
19
日
か
ら
３
月
18
日
ま

で
、
名
古
屋
市
議
会
２
月
定
例

会
が
開
か
れ
、
新
年
度
予
算
審

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
川

区
に
関
係
す
る
施
策
を
紹
介
し

ま
す
。

「
民
間
委
託
」
の
名
の
も
と

に
、
名
古
屋
市
の
責
任
を
放
棄

し
て
、
人
件
費
を
削
減
す
る
一

方
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
心

配
さ
れ
る
施
策
が
あ
り
ま
す
。

●

荒
子
小
学
校
給
食
調
理
の

委
託
化
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
さ
ん

や
緊
急
の
事
態
に
対
応
で
き
る

経
験
と
責
任
を
持
っ
た
市
職
員

に
よ
る
調
理
を
守
る
運
動
が
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●

富
田
図
書
館
の
「
指
定
管

理
」
の
名
に
よ
る
民
間
委
託
。

人
件
費
削
減
を
進
め
る
も
の

で
、
「
知
の
拠
点
」
で
あ
る
図

書
館
は
、
市
が
責
任
を
持
っ
て

運
営
す
べ
き
で
す
。

●

畑
田
保
育
園
の
廃
止
、
民

間
保
育
園
建
設
。
西
中
島
学
区

の
市
営
畑
田
荘
１
階
に
あ
る
保

育
園
を
廃
止
し
、
パ
チ
ン
コ
店

の
北
側
に
民
間
保
育
園
を
開
設

し
ま
す
。

働
く
保
護
者
の
安
心
を
保
障

す
る
保
育
園
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

●

正
色
第
一
と
第
二
保
育
園

を
統
合
し
、
新
保
育
園
を
建
設
。

定
員
１
３
０
人
か
ら
１
４
０
人

の
予
定
。
場
所
は
、
下
之
一
色

町
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
敷
地
内
。

●

十
一
番
町
の
昭
和
橋
公
園

南
側
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
（
定
員
１
０
０
人
）
が
建
設

予
定
。

●

富
田
清
掃
工
場
を
再
稼
働
。

焼
却
設
備
更
新
工
事
。

●

市
営
戸
田
荘
の
建
て
替
え
。

●

市
営
畑
田
荘
の
耐
震
工
事

実
施
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
２

月
12
日
、
市
政
懇
談
会
を
開
催

し
、
予
算(

案)

の
内
容
、
問
題

点
、
市
議
団
の
取
組
み
姿
勢
を

示
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
（
写
真
）

憲
法
違
反
の
戦
争
法
を
廃
止

し
よ
う
、
そ
の
た
め
に
２
０
０

０
万
人
署
名
を
実
現
し
よ
う
、

野
党
は
共
闘
だ
、
と
中
川
区
内

で
運
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

２
月
９
日
、
憲
法
改
悪
反
対

中
川
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
が

「
９
の
日
」
宣
伝
に
と
り
く
み

ま
し
た
。
江
上
ひ
ろ
ゆ
き
市
議

も
よ
び
か
け
ま
し
た
。

19
日
、
「
９
月
19
日
の
強
行

採
決
を
忘
れ
な
い
」
と
宣
伝
署

名
行
動
が
と
り
く
れ
ま
し
た
。

（
と
も
に
、
地
下
鉄
高
畑
駅
前

で
）
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
中

川
区
実
行
委
員
会
の
北
村
さ
ん
、

西
部
民
商
の
坂
野
会
長
な
ど
が

よ
び
か
け
ま
し
た
。
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無
料
相
談
（
子
育
て
・
教
育
問
題
も
）

毎
週
月
・
木

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
３
木
曜

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
事
務
所
ま
で
電
話
３
６
３-

１
４
５
０

３
月
早
朝
宣
伝

１
日

火

下
之
一
色

４
日

金

近
鉄
戸
田

７
日

月

あ
お
な
み
線
小
本

８
日

火

Ｊ
Ｒ
春
田

11
日

金

高
畑

15
日

火

名
鉄
山
王

18
日

金

近
鉄
伏
屋

22
日

火

万
場
小
橋

25
日

金

昭
和
橋

29
日

火

Ｊ
Ｒ
尾
頭
橋

31
日

木

あ
お
な
み
線
荒
子

朝
７
時
30
か
ら
８
時
10
分

（
１
面
か
ら
）
愛
知
県
庁
の

建
物
も
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
、
こ
れ
か
ら
も
使
わ
れ

る
の
で
あ
り
、
耐
震
化
や
改

修
を
き
ち
ん
と
す
れ
ば
十
分

持
ち
、
価
値
あ
る
建
物
で
あ

る
、
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

本
丸
御
殿
屋
根
に
ヒ
ビ(

写

真
中
央)

が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ

け
ら

ぶ
き
の

屋
根
で

、

「
復
元
さ
れ
た
早
々
こ
ん
な

こ
と
で
い
い
の
か
」
と
参
加

者
か
ら
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

麓
先
生
の
説
明
で
は
、
釘
の

打
ち
方
に
問
題
が
あ
る
こ
と
。

名
古
屋
市
は
、
自
然
現
象
と

い
う
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
と
の
こ
と
。

当
日
は
快
晴
で
暖
か
な
日

で
、
麓
先
生
の
専
門
的
か
つ
、

わ
か
り
や
す
い
話
に
、
参
加

者
も
満
足
顔
で
し
た
。

中
川
区
の
日
本
共
産
党
後
援

会
は
、
２
月
21
日
、
「
立
憲
主

義
を
と
り
も
ど
す
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
学
習
・
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
沖
縄
大
学
客
員
教

授
で
愛
知
県
で
も
活
躍
さ
れ
て

い
る
小
林
武
先
生
で
す
。

先
生
は
、
立
憲
主
義
の
本
旨

と
は
、
人
間
の
尊
厳
（
個
人
の

尊
重
）
を
土
台
に
し
た
基
本
的

人
権
を
確
保
す
る
た
め
に
、
憲

法
に
よ
っ
て
国
家
権
力
を
拘
束

す
る
原
理
と
し
ま
し
た
。

一
昨
年
７
月
１
日
の
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
、

昨
年
９
月
19
日
に
自
民
党
・
公

明
党
が
強
引
に
可
決
し
た
戦
争

法
（
安
保
法
制
）
の
違
憲
性
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
集

団
的
自
衛
権
行
使
、
海
外
派
兵
、

Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
よ
る
武
力
行
使
な
ど

戦
争
法
の
各
法
が
平
和
主
義
、

民
主
主
義
を
蹂
躙
す
る
９
条
違

反
で
あ
り
、
閣
議
決
定
に
よ
る

国
政
の
転
換
は
、
国
民
代
表
議

会
を
無
視
す
る
国
民
主
権
の
蹂

躙
、
民
主
主
義
の
侵
害
で
あ
り
、

立
憲
主
義
そ
の
も
の
が
破
壊
さ

れ
て
い
る
と
指
摘
。

こ
の
回
復
の
た
め
、
戦
争
法

廃
止
の
運
動
の
継
続
、
発
展
、

廃
止
と
安
倍
内
閣
打
倒
で
一
致

す
る
す
べ
て
の
政
党
、
団
体
、

個
人
に
よ
る
「
国
民
連
合
政
府
」

の
実
現
、
一
致
す
る
野
党
に
よ

る
国
政
選
挙
で
の
協
力
な
ど
が

必
要
で
す
と
語
り
、
後
半
で
は

沖
縄
の
状
況
や
た
た
か
い
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
後
、
江
上
市
議
が
天

守
閣
再
建
問
題
や
、
自
・
公
・

民
に
よ
る
市
議
報
酬
引
き
上
げ

や
定
数
削
減
は
許
さ
な
い
と
議

会
報
告
し
、
す
や
ま
初
美
さ
ん

も
駆
け
つ
け
、
参
議
院
選
挙
で

勝
利
め
ざ
し
て
が
ん
ば
る
決
意

を
の
べ
ま
し
た
。

立
憲
主
義
を
取
り
戻
す
た
め
に

立
憲
主
義
と
は

運
動
の
大
切
さ

沖
縄
も

市
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
予
算

住
民
福
祉
増
進
を
放
棄

戦
争
法
廃
止
、
２
０
０
０
万
人
署
名
を

本
丸
御
殿
屋
根
に
ヒ
ビ


